








はじめに 

私達は昭和55年度から3年間,厚生省母子相互作用研究班研究で,小児の行動異常と乳児栄

養方法との関連についての研究を行なった。その結果,周産期 riskfactor と神経症的発症

との関連が指さされ,乳児期における育児困難の要素の存在が推測された。Thom-as&Chess

の 1956 年からの NCLS の研究でも,いわゆる“difficult child"の範疇にはいる小児に行動

異常の発現頻度の高いことが認められている。本研究では新生児期からprospective に追

跡調査を行ない,行動異常発現のrisk factorとなるものを抽出して各因子相互の関連を探

ることを目的とし,同時に行動異常発現までの dynamics の一端も探れないかと考えている。

研究期間内では,2 歳までしか追跡調査が行なえず,何を行動異常と考えるか難しいと思わ

れるが,1～2歳の時点で正常異常の評価を検討しさらにその後のfo11w-upを行なって再検

討したいと考えている。 


